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田丸節郎博士 譯 ババー博士 講演 集
「國家 と學術 の研究」に就 て.
o
堀 場 信 吉
ハパー博士は現代世界の學界が生んだ最 も偉大なる人物の一人である。博士の



























員 として服從に慣れ且つ瘠;とに於て困苦1ζ酎へ る襍に鍛錬 されたる國が齟國統一
のaが 明け放た昨輝か しく太陽洋差 し昇つた時に於て精帥生r'fitzも経濟生活に も
凡ゆ.る方面に世界的域効を協ち得た ものは自然の勢であると云つてゐる。 もし博
.tの擧げた二大原因が果 してlt#fc7.とせばζれ を我が閣の現雌1こ移 して見れrx如










羨 に戦後疲彝せ る困家を再び立たしめるにに墨 術研究 の振興r_ありと云ふ鱗の
意見は獨乙學術相抉會め設立 となつて現はれ其の繧織事務の施行の方針の詳細 に
闢 して蓮ぺてゐる。其の結果はga:後の極て困姪なる時期iz'aiつて戰煎に も塘 して
華やかな掲乙學術の檗績を象げ得せ しめた享によつて知 る事が繊來るo假令世界
綴濟界の危機は獨乙の學術のみを以つて現在の濁乙匿家を救ふ事が出來ない暁期
に立ち至つてゐるとは云へ}度 世界の經沸界が常邇に復歸 した時 にはi[の生み掲
した學術の効果は燦然たる光 を放っに疑が無い。吾が國に この獨乙の學鐵振興策
を取 り入れる事は獅乙の現状 を見て必 しも有効で無い云ふ人あらば共は實に近視
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(堀場慨吉)田 丸葡郎1導士諏ババー簿士講演集'國家 と.學術の研究」に就て(15)
腹的の見解であって眞實に國家の將來を思ふ人の言葉では無.・と思ふ。












者は吾が醐に得がたくは無い。然 し己ぷ奪い研究 の時問 を割いて多くの入々の研
贓 宜。騾 つて國糊 術㈱ 振興。爲。。努。す。、。。人士。得が1
たい。田丸博士の在 裏の努力に對 して厚い敬意を表すると共に个ζのハパー博士
の講演桑の歸出の如 き勞作に對 して再び悪謝の意を表 したいと思ふ。
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